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この冊子は40,000部発行し、1部あたりの
単価は57円です（職員の人件費を含む）

2018年の市制60周年から、ラグビーワールドカップ2019、東京2020
オリンピックへと続く３ヵ年を「未来を見据えた3年」と位置付けて開始
した「あなたの夢を実現につなげる」取り組みです。新型コロナウイル
スの影響を受け、実施期間を2021年末まで1年間延長しました。
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郷土の魅力 口ずさもう

　
「
台
、
谷
、
畑
な
ど
の
よ
う
に
土
地
の
形

状
に
ち
な
ん
だ
地
名
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。『
く
ぼ
』
は
崖
の
あ
る
地
名
に
多
く
、

崖
崩
れ
の
あ
っ
た
土
地
に
は
『
か
け
』『
び
ゃ

く
』
な
ど
の
地
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
山
間
の

入
り
口
は
『
お
お
と
』、『
み
つ
』
は
川
の
水

が
満
ち
る
意
を
表
す
こ
と
も
あ
る
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
町
田
地
方
史
研
究
会
の

小
島
政
孝
会
長
。
起
伏
に
富
む
多
摩
丘
陵
に

位
置
す
る
町
田
だ
か
ら
こ
そ
、
地
形
に
由
来

す
る
地
名
は
少
な
く
な
い
。

　

一
方
、
地
元
の
歴
史
や
伝
承
に
つ
い
て
の

情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
の
も
地
名
の
魅
力

だ
。「
小
野
路
の
奈
良
杯
（
な
ら
ば
い
）
の
地

名
は
、
南
北
朝
時
代
の
武
将
、
新
田
義
貞
が

こ
の
地
で
『
な
ら
べ
ー
』
と
号
令
し
た
か
ら

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

郷
土
を
知
る
上
で
必
要
な
地
名
の
由
来
を

伝
え
よ
う
と
、
同
研
究
会
は
２
０
１
９
年
か

ら
、「
ま
ち
だ
○
ご
と
大
作
戦
」
の
決
定
を

受
け
て
調
査
を
開
始
。
身
近
に
あ
る
地
名
の

由
来
を
歴
史
散
歩
や
講
演
会
を
通
じ
て
地
域

住
民
に
紹
介
し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
な
が
ら

呼
び
か
け
て
き
た
。

　

し
か
し
、
手
が
か
り
は
あ
ま
り
に
も
少
な

く
、
検
地
の
た
め
に
小
字
が
記
さ
れ
て
い
る

江
戸
時
代
の
水
帳
や
、
当
時
の
名
主
が
所
有

し
て
い
た
村
絵
図
な
ど
、
今
も
残
る
数
少
な

い
資
料
を
探
し
歩
き
、
地
道
に
調
べ
続
け
て

き
た
。「
資
料
が
な
く
由
来
の
断
定
が
で
き

な
い
地
名
も
多
い
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
見
方

が
あ
る
と
い
う
投
げ
か
け
を
す
れ
ば
、
多
く

の
人
が
参
加
し
、
研
究
は
後
世
に
受
け
継
が

古地図を広げて地形などについて話し合う研究会のメンバー

町田中央図書館で定例の会議が開かれている

町田地方史研究会

れ
る
は
ず
」
と
話
す
。

　

１
９
７
２
年
設
立
の
同
研
究
会
は
現
在
、

約
80
人
の
会
員
が
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

郷
土
の
歴
史
を
テ
ー
マ
ご
と
に
掘
り
下
げ
た

会
誌『
町
田
地
方
史
研
究
』を
現
在
ま
で
に
26

号
発
行
、
古
代
か
ら
昭
和
ま
で
活
躍
し
た
地

元
ゆ
か
り
の
４
５
６
人
を
紹
介
す
る『
町
田

歴
史
人
物
事
典
』も
一
冊
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

今
年
は
、
ま
ち
だ
○
ご
と
大
作
戦
「
未
来

へ
伝
承
！
町
田
の
地
名
大
作
戦
」
で
調
べ
て

き
た
地
名
の
由
来
を
記
録
す
る
『
町
田
の
地

名 

南
地
区
編
』
を
発
行
す
る
予
定
。
旧
・

町
田
町
、
忠
生
村
、
堺
村
、
鶴
川
村
の
各
地

区
編
の
発
行
も
今
後
、視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

小
島
会
長
は
「
今
は
丁
目
番
地
の
数
字
の

表
記
が
多
く
な
り
、
地
名
に
面
白
み
が
な
く

な
っ
た
。
交
差
点
や
バ
ス
停
に
あ
る
名
称
が

地
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
地
域
に
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
歴
史
財
産
を
後

世
に
残
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
通
学
路
の
信
号
機
に
表
示
さ
れ
て
い
る
交
差
点
、
近
所
の
バ
ス
停
、
い
つ
も
遊
ん
で
い
る

公
園
。
普
段
見
慣
れ
た
場
所
の
名
前
に
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
由
来
が
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の「
ま
ち
び
と
」特
別
号
は
、
ま
ち
だ
〇
ご
と
大
作
戦「
未
来
へ
伝
承
！
町
田
の
地
名

大
作
戦
」で
実
施
し
て
い
る「
町
田
地
方
史
研
究
会
」の
取
り
組
み
を
特
集
し
ま
す
。
同
研
究

会
は
、
地
域
の
中
の
小こ
あ
ざ字（
古
い
地
名
）
を
調
べ
、
身
近
な
地
名
の
由
来
を
知
る
こ
と
で
郷

土
愛
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
の
10
地
区
に
働
き
か
け
、
こ
れ

ま
で
に
相
原
、
小
野
路
、
三
輪
の
各
地
域
で
講
演
会
や
歴
史
散
歩
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
号
は
、「
町
田
の
地
名
大
作
戦
」
の
成
果
か
ら
市
内
10
地
区
に
潜
む
地
名
を
探
り
ま
す
。

地
名
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
名
か
ら 
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見

町田
10地区
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